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研究成果の概要（和文）：本研究は，健康な加齢に伴い高齢者の会話が変化し，その対応のため対話相手である
若年成人が一方向的・非対称的に会話負荷を負って対話を成り立たせているとの仮説に立ち，1)実験対話課題で
の会話を，高齢者-若年成人ペアと各同年代ペアを比較して対話負荷の存在を明らかにしながら，2)若年成人の
対話負荷を減ずるために必要な支援システムを検討，3)対話システム下での対話変化から1)2)の仮説検証も行う
構成的研究を目指した．その結果，加齢に伴う会話マネジメント機能の低下，支援システムを利用する場合の高
齢者側の理解の必要性，若年成人との会話は情報獲得だけでなく高齢者の制御焦点の変化をもたらすこと等が示
された．

研究成果の概要（英文）：In the super-aged society, conversational supports by a younger adult are 
ubiquitous and resilient resources for anywhere older adults need help.  However, inter-generation 
conversation is not so frequent, and if it happens, younger partners often have great difficulties 
for the communication. Why does this happen, and how can we help those conversations for being less 
loaded for younger adults? To answer these questions, collaborative research with cognitive 
psychology and human-communication system studies were executed. Results in analysis of conversation
 in psychological experiments, comparing between the same generation pairs and the older- younger 
adult pairs, showed that there were changes in older adults’ conversational behaviors, e.g. 
distortion of turn-taking, or violation of conversational maxim, maybe because of functional decline
 in conversational management. In addition, requirements for supporting system were implied from 
experiment with remote communication system.

研究分野：認知科学

キーワード： 認知的加齢　認知的負荷　対話支援システム　会話の構造

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
超高齢社会の中，高齢者にとって最も効果的かつレジリエントな支援として，「若年成人との対話による支援」
がある．しかし一般に，若年成人にとって高齢者との対話は負担感が高く感じられ，その結果，より日常的かつ
平易な形での異世代間対話の実現が阻害されていると考えられる．そこで若年成人が感じる高齢者との対話負荷
の実態とそのメカニズムを明らかにし，若年成人を支援する対話システムの可能性を検討することが本研究の目
的であった．研究結果として，加齢に伴う高齢者との対話困難さの機構，若年成人との対話がもたらす効果の多
様性，また対話支援の有効化のため高齢者に理解可能な場の構築の必要性，等が示された．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
超高齢社会と生活圏での環境情報化の急激な深化により，健康な高齢者においても生活上の
活動に支障をきたし，生活の質が低下する可能性が高まっている(原田，2019)．こうした状況に
おいて，最も効率的かつ多様な状況に対応可能な，レジリエンスを有する支援方法として，若年
成人による対話を介した支援があり，実際に多くの状況の中で「人による支援」として利用され
ている．しかし，生活の場である家庭において，独居あるいは夫婦のみ世帯など高齢者のみの世
帯が増加しており，若年成人との対話も遠隔通信システムを利用せざるを得ないことが多く，そ
うした場面での対話は困難になりがちであること，また，対面対話であっても多くの若年成人に
おいて高齢者との会話は回避されがちであること（岩熊，2007）など，「対話による支援」をよ
り容易かつよりよい形で実施できるよう「支援対話のための支援」の方法が模索されている． 
実際，池永(2018)は，若年成人が高齢者と対話する際に，割込みの頻出や Griceの会話の公準
に抵触する発話など，高齢者による問題を含む会話行動に対して，若年成人が一方向的，すなわ
ち非対称的に，よい形での対話を維持していこうとする「対話負荷の増大」が存在することを指
摘した．そこで，そうした非対称的な対話負荷の存在の同定，そのメカニズムの追究と共に，特
に若年成人サイドに対する「対話負荷を減じるための対話支援」の開発基盤研究を目指して，本
研究は始められた． 
特に本研究では，仮説的に構築する対話支援システムを対話規定因の一つとして組み込んで
も会話データを取得し，高齢者との会話の実態を記述的に明らかにすることで，システム導入に
よる会話の変化を分析・考察するなかで，対話の認知過程に関する基礎研究と対話支援システム
の効果検証とデザイン改変を同時に進めていく，人工物利用型の構成的アプローチをとること
を目指して研究が計画された．これらの成果は，就労促進等の超高齢社会での多様な高齢者社会
参加支援のあり方にも展開する可能性を展望としてもっていた． 
 
２．研究の目的 
 
そこで，本研究は，1)認知的加齢により，高齢者の会話行動が何らかの影響を受けていると考
え，その機能変化を明らかにすること，また特に，高齢者が若年成人との対話においてどのよう
な特性を示すかを明らかにしていく「会話の認知科学的検討」，2)人を支援する際の対話を，よ
り低負荷，より効率的かつ有効なものにしていくための「対話支援のためのヒューマンインタフ
ェイス研究」，さらに 3)対話場面に何らかの支援システムを導入することにより，対話がどのよ
うに変化するのか，マイクロアナリシスのためのデータ収集・記述・分析をし，支援システムと
しての人工物がどのような環境変化をもたらし，それがどのように人同士の会話に影響を与え
るのかを検討・分析していく，すなわち支援システムのデザイン改善の可能性を明らかにすると
同時に，人の会話やその加齢変化についても明らかにしていく「構成的会話研究」を目的として，
研究を行った． 
論理的には，基礎研究としての 1)から対話支援の方向性を明らかにし，それを実現する工学
的研究としての 2)を実施，そこで構築された支援システムを用いて 3)の仮説的対話支援システ
ムを行うことが通常であるが，本研究では挑戦的萌芽研究として，これら 3 つのアプローチを
同時並行的に行いながら，こうした方向での研究可能性について検討を行った． 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は，最終的に 5サイトでの研究実施となり，上記の目的の３つのアプローチを進めてき
た．分担研究者の異動や COVID-19 感染拡大の影響から，「実際に対面で協働的に，実験・研究を
行うこと」は当初計画通りには実施することができなかったが，随時それぞれの研究についての
情報共有を行いながら，同時並行的かつ協働的な形で研究を進めた． 
アプローチ１）の「会話の認知科学的検討」アプローチでは，a)対象指示課題などの認知心理
学的な会話実課題，b)人工物利用時の高齢者を支援する立場にたつ若年成人との対話，c)対話を
リソースとした問題解決を行う信頼ゲームでの対話，などを対象として，高齢者-高齢者ペア，
若年成人-若年成人ペアでの会話と，高齢者-若年成人ペアでの会話の比較をおこなう研究を行
った．また b)c)については，高齢者，若年成人それぞれの「単独での課題実施」との比較も行
い，高齢者単独の課題達成が，他者との対話により得られる属性と，なかでも若年成人との対話
によって特異的に得られる支援とを分離しながら検討を進めた． 
加えて，加齢に伴う会話機能の低下自体が，なぜどのようなメカニズムで生じるのかを明らか
にすることも必要と考え，「話すと聞くの二重課題」のもっとも単純な形として追唱課題をとり
あげ，高齢者と若年成人の課題達成，ならびに訓練効果の検討を行った． 
アプローチ 2）「対話支援のためのヒューマンインタフェイス研究」については，チュータリ
ング時の対話モニタリング行動の分析，ならびに人工物利用時の音声情報や身体運動から



トラブル発生を深層学習により抽出する試みなど，「同期／非同期の対話事態において，対
話の相手の状態を知るためのエンリッチされた環境情報からの指標化」の可能性を検討し
た．また空間的な定点において，過去に行われた対話情報を蓄積して再体験できるシステム
についても試行的に検討された． 
アプローチ 3) 「構成的会話研究」では，旅行代理店を対象とした遠隔接客システムをとりあ
げ，若年の店員にとっての負荷低下が期待されたアバターを利用したシステムの効果を検討す
る対話実験を行った．その中で，客役の実験参加者が若年成人の場合と高齢者の場合との比較を
通じて，高齢者と対話を行う際の若年成人側の負荷について検討を行った． 
 
４．研究成果 
 
4-1）「会話の認知科学的検討」における研究成果 
 
 対象指示課題実験(8枚のタングラム図形並べ替えを 6回反復する実験)における会話デー
タ分析により，高齢者-若年成人ペアにおいて，高齢者からの割込み発話が特徴的に生じて
いる他に，テキストマイニング（KH-Coderを利用）分析から，高齢者と若年成人との対話
においてのみ，発話冗長化が特異的に生じていることが示された(南部，未発表)．この現象
は人工物利用時のシステム利用支援会話（自動発券システム利用時のコールセンターとの
対話実験）でも逸話的に報告されており（Ishii,K., et al.,2018），高齢者側が相手(若年成人)
からの反応に対し，「十分に接地された，あるいは共通グラウンド化されたと感じられない」
場合に，発話方略の変化として生じている可能性が示唆された．こうした非対称的な会話現
象は，加齢による会話機能変化とそれに対する若年成人からの補償(支援)という要因と，社
会的権力(social power)の非対称性の要因の２つが関与している可能性が示唆されている． 
 そこで，認知的加齢変化の寄与部分を検討するために，追唱課題を実施したところ(澤田・
原田，2020)，追唱遅延時間では，第１文のみに年齢群や訓練効果の効果が見られ，第 2文
以後には有意な効果が見られなかったこと，追唱時のエラーは高齢者群にのみ観察された
が，その発生頻度は訓練の効果を受けないのに対し，エラー発生後のエラー修復に要する時
間（修復までに必要とされた文節数）には訓練効果が得られたことから，「話すと聞くの二
重課題」ではなく，「話す/聞く」と対話マネジメントの二重課題において，加齢の効果が大
きく表れている可能性が示唆された(図 1，図 2)． 
高齢者における認知的制御機能の低下，特に同時に 2 つ以上の課題を行う際の二重課題
の課題達成低下が，特に対話マネジメントという認知的構成要素に大きく影響を与えてい
る可能性が示唆された． 

 

 
 一方，対話そのものの課題ではなく意思決定課題において「有益な資源としての対話」
が利用できる状況として，「投資ゲームにおける他者信頼性の学習」実験において異世代対
話が及ぼす影響を実験により検討をした結果，高齢者の課題成績は若年成人とのペア構成
により大きく変化するが，そこでは「判断対象となる人の顔の記憶成績」は変化せず，判断
における動機づけの要因，特に制御焦点の変化が影響を及ぼしていることが示唆された(原
田ら，2020，2021)．若年成人との対話が高齢者の学習を支援する際，具体的な情報支援ば
かりではなく，動機づけや態度，社会的判断の枠組の変化も考慮していく必要性が示された．  

 

4-2）「対話支援のためのヒューマンインタフェイス研究」における研究成果 
 大学生同士のチュータリング過程において，「よいチュータ」を規定する要因の分析を行



う中で，視線や非言語情報が対話の
構成に関わることが示された(辻本・
角，2020)．また人工物利用時の「と
まどい」を抽出する音声情報やジェ
スチャー情報の分析を試みた（各務
ら，2019）．これらの研究から，人-
人の対話におけるマルチモダリティ
情報の共有のあり方に関する基礎研
究が進められ，現時点では基盤要素
技術検討の段階であるが，今後，対
話支援システムとしての検討をさら
に推進する必要が示された． 
また，空間コンテキストに埋め込
まれる発話による体験共有方法(図
3：藤倉・角，2019)については，人
工物利用時の支援の在り方としての
新たな可能性が示され，今後，特に高齢ユーザにとってどのように利用可能性があるかを検
討する必要がある． 
 
4-3）「構成的会話研究」における研究成果 

 
高齢者と若年成人との対話の様相が，支援システムを導入することによりどのように変
化するかを実験的に検討するため，店員側にとっての負荷軽減を可能にするとされたアバ
ターシステムと(通常の)実写型遠隔対話システムの比較を行った（安久・原田・葛岡，2021）
が，全体として対面対話との相違が大きく得られ，遠隔対話システムでの実写型とアバター
利用との相違については明確な結果は得られなかった．しかしその中でも，客役が若年成人
であった場合には，図 4の「親近感の評価」などでは，対面条件よりも遠隔条件の方が全体
に低下し，さらに実写型よりもアバター利用システムにおいて「親近感の低下」が現れたが，
高齢者の客役参加者ではそうした相違は見られず，「旅行代理店での意思決定課題」の方を
中心に感じた際に，高齢者の場合には「対話をしている」感覚が得にくい可能性が示された． 
こうした「客側のシステム理解の様相」は店員役実験参加者の行動に影響を与えている可
能性が示された（図 5）．すなわち，対話システムの状況を理解している若年の客では，客
側と店員側ほぼ同程度の「互いの様子を見る」行動が生じているのに対し，高齢の客に対し
ては，店員役が「より長い時間様子を見る」のに対し，客側は店員側をほぼ見ないという非
対称性が示された．こうした視線行動の差は，まさに店員側の対話負荷として表れるものと
考えられ，支援システムが導入されたとしても，そのシステム利用における協働性が得られ
ない限りでは，対話を支援するという役割が果たされない可能性が示唆された．対話支援シ
ステムのデザインを，単に支援者のための機能として導入するのではなく，それらを用いた
対話を「対話に参加するメンバーにとってどのように理解されるのか」という視点からも検
討を深めていく必要性があることが示唆された． 
 

 
 

4-4）研究成果に関するまとめ 
 
以上，3つのアプローチにより，構成的に会話研究を通して，対話の加齢変化と，高齢者
を対象とした対話を行う際の支援システム開発を試みた．残念ながら，COVID-19 パンデ

図 3 発話を空間コンテキストに埋め込む（藤倉・角，2019） 



ミックの影響で，直接一堂に会しての協働的研究を行うことが困難であったこと，さらに複
数の参加者を実験室に招く対話実験実施のコストが高く，実施が最低限のものとなったこ
とから，期待された「対話の加齢変化研究から示唆された高齢者会話の特性に基礎を置く支
援システム開発，またその支援システムを用いた実験的対話研究での会話変化分析」にまで
は到達できなかった． 
しかし，実際にそうした流れでの研究を行うことを念頭に，3つのアプローチを実施した
ことにより，これまでとは異なる深度での研究を進めることが可能になったと考えている．
加えて，パンデミックの状況下で「あらゆる人を対象にした」遠隔システムの利用，またそ
の遠隔支援の重要性が社会全体で認識されたこと（安久・原田，2021）も今後の研究方向性
を大きく変えていく可能性を示している． 
今後さらに進む社会の高齢化と，高齢者の支援活動の必要性の高まりのためにも，さらに
スピードをあげて研究を進めていきたいと考える処である． 
 

以上 
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